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エ

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
に
行
う
事
業
又
は
事
務
に
関
す
る
事
項（
法
第
十
条
第
三
項
第
三
号
）

に
つ
い
て

本
事
項
は
、
推
進
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
実
施
す
る
事
業
又
は
事
務
を
列
挙
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

法
第
十
条
第
三
項
第
三
号
イ
の
海
岸
保
全
施
設
、
港
湾
施
設
、
漁
港
施
設
及
び
河
川
管
理
施
設
並
び
に
保
安

施
設
事
業
に
係
る
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
は
じ
め
、
同
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
ら
れ
た
事
項
に
つ
い

て
は
、
一
及
び
四
m

１
に
示
し
た
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
実
施
す
る
事
業
等
の
全
体
と
し
て
の
位
置
と

規
模
、
実
施
時
期
、
期
待
さ
れ
る
効
果
等
を
網
羅
的
に
記
載
し
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
意
義
と
全
体
像
が

分
か
る
よ
う
に
記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

同
号
ロ
の
津
波
防
護
施
設
は
、
津
波
そ
の
も
の
を
海
岸
で
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
海
岸
保
全
施
設
等
を
代

替
す
る
も
の
で
は
な
く
、
発
生
頻
度
が
極
め
て
低
い
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
、
海
岸
保
全
施
設
等
を
乗
り
越
え

て
内
陸
に
浸
入
す
る
と
い
う
場
合
に
、
そ
の
浸
水
の
拡
大
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
内
陸
部
に
設
け
る
施

設
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
津
波
防
護
施
設
は
、
ソ
フ
ト
施
策
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
津
波
防
災
地
域
づ
く
り

全
体
の
将
来
的
な
あ
り
方
の
中
で
、
当
該
施
設
に
よ
り
浸
水
の
拡
大
が
防
止
さ
れ
る
区
域
・
整
備
効
果
等
を
十

分
に
検
討
し
た
上
で
、
地
域
の
選
択
と
し
て
、
市
町
村
が
定
め
る
推
進
計
画
に
位
置
づ
け
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
発
生
頻
度
が
低
い
津
波
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
後
背
地
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
道
路
・

鉄
道
等
の
施
設
を
活
用
で
き
る
場
合
に
、
当
該
施
設
管
理
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
活
用
し

て
小
規
模
盛
土
や
閘
門
を
設
置
す
る
な
ど
効
率
的
に
整
備
し
一
体
的
に
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

な
お
、
推
進
計
画
区
域
内
の
道
路
・
鉄
道
等
の
施
設
が
、
人
的
災
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
有
用
で
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
所
有
者
の
同
意
を
得
て
、
指
定
津
波
防
護
施
設
に
指
定
で
き
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
指
定
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
は
国
が
助
言
す
る
も
の
と
す
る
。

同
号
ハ
の
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市

街
地
再
開
発
事
業
そ
の
他
の
市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の
事
業
は
、
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
都

市
機
能
の
維
持
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
津
波
に
よ
る
災
害
を
防
止
・
軽
減
で
き
る
防
災
性
の
高
い
市
街
地
を
形
成

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
住
宅
、
教
育
施
設
、
医
療
施
設
等
の
居
住
者
の
共
同
の
福
祉
又
は
利
便
の
た
め
に

必
要
な
公
益
的
施
設
、
公
共
施
設
等
の
位
置
に
つ
い
て
十
分
勘
案
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。「
そ
の
他
の
市

街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の
事
業
」
と
し
て
は
、
特
定
利
用
斜
面
保
全
事
業
、
密
集
市
街
地
の
整
備
改
善
に
関

す
る
事
業
等
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
同
号
ホ
に
よ
り
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
に
集
団
移
転
促
進
事
業
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
推
進
計
画
に
定
め
た
場
合
に
は
、
津
波
に
よ
る
災

害
の
広
域
性
に
鑑
み
、
都
道
府
県
が
計
画
の
策
定
主
体
と
な
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

同
号
ニ
の
避
難
路
、
避
難
施
設
、
公
園
、
緑
地
、
地
域
防
災
拠
点
施
設
そ
の
他
の
津
波
の
発
生
時
に
お
け
る

円
滑
な
避
難
の
確
保
の
た
め
の
施
設
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
海
岸
保
全
施
設
等
を
乗
り
越
え
て
内
陸
に
来

襲
し
て
き
た
と
き
に
、
住
民
等
の
命
を
な
ん
と
し
て
も
守
る
た
め
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
津
波
浸
水

想
定
を
踏
ま
え
、
土
地
利
用
の
状
況
等
を
十
分
に
勘
案
し
て
適
切
な
位
置
に
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
警

戒
区
域
内
で
は
、
法
第
五
十
六
条
第
一
項
、
第
六
十
条
第
一
項
及
び
第
六
十
一
条
第
一
項
に
基
づ
く
指
定
避
難

施
設
及
び
管
理
協
定
の
制
度
に
よ
り
、
市
町
村
が
民
間
建
築
物
等
を
避
難
施
設
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
当
該
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
特
に
、
人
口
が
集
中
す
る
地
域
な

ど
多
く
の
避
難
施
設
が
必
要
な
地
域
に
あ
っ
て
は
、
指
定
避
難
施
設
等
の
制
度
の
ほ
か
、
法
第
十
五
条
の
津
波

避
難
建
築
物
の
容
積
率
規
制
の
緩
和
な
ど
の
支
援
施
策
を
活
用
し
、民
間
の
施
設
や
既
存
の
施
設
を
活
用
し
て
、

必
要
な
避
難
施
設
を
効
率
的
に
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

同
号
ヘ
の
地
籍
調
査
は
、
津
波
に
よ
る
災
害
の
防
止
・
軽
減
の
た
め
の
事
業
の
円
滑
な
施
行
等
に
寄
与
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
法
第
九
十
五
条
に
よ
り
、
国
は
、
推
進
計
画
区
域
に
お
け
る
地
籍
調
査
の

推
進
を
図
る
た
め
、
そ
の
推
進
に
資
す
る
調
査
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

同
号
ト
は
、
同
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
等
を
実
施
す
る
際
に
、
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
等

を
活
用
す
る
た
め
の
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
項
目
で
あ
る
。
例
え
ば
、
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ

る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
）
に
基
づ
く

公
共
施
設
の
整
備
、
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
等
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
具
体
的
な
事
業
名
を
記
載
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
民
間
資
金
等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
い
う
方
針
そ
の
も
の
を
掲
げ
る
こ

と
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
法
第
五
章
第
一
節
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
特
例
及
び
同
章
第
三
節
の
集
団
移
転
促
進
事
業

に
関
す
る
特
例
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、
本
事
項
に
関
係
す
る
事
業
を
推
進
計
画
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。

オ

推
進
計
画
に
お
け
る
期
間
の
考
え
方
に
つ
い
て

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
は
、
発
生
頻
度
は
低
い
が
地
域
に
よ
っ
て
は
近
い
将
来
に
発
生
す
る
確
率
が
高
ま
っ

て
い
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
つ
つ
、
近
い
将
来
の

危
険
性
に
対
し
て
は
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
常
に
高
い
意
識
を
持

続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
に
必
要
な
期
間
等
を
考
慮
し
て
、
複
数
の
選
択
肢
の
中
か
ら
効
果
的
な
組
み

合
わ
せ
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
ー
ド
整
備
に
先
行
し
て
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
や
特

別
警
戒
区
域
の
指
定
等
の
ソ
フ
ト
施
策
に
よ
っ
て
対
応
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
を
持
続
的
に
推
進
す
る
た
め
、
推
進
計
画
に
は
計
画
期
間
を
設
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
な
い
が
、
個
々
の
施
策
に
は
実
施
期
間
を
伴
う
も
の
が
あ
る
た
め
、
適
時
適
切
に
計
画
の
進
{
状
況

を
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

３

関
係
者
と
の
調
整
に
つ
い
て

推
進
計
画
を
作
成
す
る
際
に
は
、
推
進
計
画
の
実
効
性
を
確
実
な
も
の
と
す
る
観
点
か
ら
、
計
画
に
定
め
よ
う

と
す
る
事
業
・
事
務
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
者
と
十
分
な
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、
市
町
村
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
の
調
和
を
図
る
観
点
か
ら
、
当
該
市
町
村
の
都
市
計
画
部
局
と
十
分
な
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
事
業
・
事

務
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
推
進
計
画
の
策
定
主
体
で
あ
る
市
町
村
に
お
い
て
十
分
に

検
討
し
、
協
議
等
が
必
要
と
な
る
か
ど
う
か
当
事
者
に
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
推
進
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
の
事
業
・
事
務

等
に
つ
い
て
、
推
進
計
画
の
前
提
と
な
る
津
波
浸
水
想
定
の
設
定
や
、
推
進
計
画
と
相
ま
っ
て
津
波
防
災
地
域
づ

く
り
の
推
進
を
図
る
警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
を
行
う
都
道
府
県
と
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
な

お
、
こ
の
場
合
に
は
、
第
十
条
第
五
項
及
び
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
都
道
府
県
に
は
都
道
府
県
公
安
委
員
会

も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
第
十
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
海
岸
保
全
施
設
、
港
湾
施
設
、
漁
港
施
設
、河
川
管
理
施
設
、

保
安
施
設
事
業
に
係
る
施
設
等
の
施
設
に
つ
い
て
、
市
町
村
と
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
関
係
管
理
者
等
と
の
調
整
方

法
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
を
円
滑
に
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
関
係
す
る

施
設
の
管
理
者
が
作
成
す
る
案
に
基
づ
く
こ
と
と
し
、
市
町
村
の
方
針
と
こ
れ
ら
の
施
設
の
事
業
計
画
と
の
調
整

を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
各
施
設
の
管
理
者
は
、
予
算
上
の
制
約
や
隣
接
す
る
地
域
の
事
情
、
関
係
す
る

事
業
と
の
関
係
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
事
業
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
市
町
村
か
ら
申
出
が
あ
っ
た

場
合
に
は
可
能
な
限
り
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

４

協
議
会
の
活
用
に
つ
い
て

関
係
者
と
の
調
整
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
、
法
第
十
一
条
第
一
項
の
協
議
会
の
活
用
を
検
討
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
特
に
、
複
数
の
市
町
村
が
共
同
で
作
成
す
る
場
合
に
は
、
協
議
会
を
活
用
す
る
利
点
は
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
協
議
会
に
は
、
学
識
経
験
者
、
住
民
の
代
表
、
民
間
事
業
者
、
推
進
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
事
業
・

事
務
の
間
接
的
な
関
係
者
（
例
え
ば
、
兼
用
工
作
物
で
あ
る
津
波
防
護
施
設
の
関
係
者
）
等
、
策
定
主
体
で
あ
る

市
町
村
が
必
要
と
考
え
る
者
を
構
成
員
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
べ
き
事
項

１

警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒
区
域
の
位
置
づ
け

警
戒
区
域
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
発
生
し
た
場
合
の
当
該
区
域
の
危
険
度
・
安
全
度
を
津
波
浸
水
想
定
や

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
水
位
に
よ
り
住
民
等
に
「
知
ら
せ
」、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
津
波
か
ら

住
民
等
が
円
滑
か
つ
迅
速
に
「
逃
げ
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
予
報
又
は
警
報
の
発
令
及
び
伝
達
、
避
難
訓
練

の
実
施
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
保
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
等
の
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
を
行
う

区
域
で
あ
る
。
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